
Lumilass-Bの波長変換素子への応用
Application of Lumilass-BT M to a wave length shifter
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Lumilass-BT Mは波長 200 nm程度の紫外光を波長 405 nmの青色可視光に変換する機能性蛍光ガ

ラスである [1]。感度は 1 µW/cm2と極めて高感度であるため、紫外光を発するシンチレーターに

接着することで高感度の波長変換素子として応用できる。

シンチレーターには波長 285 nmの紫外光を発するCaF2結晶を用いた。通常のCaF2シンチレー

ターは微量の Euを添加して可視光線の蛍光を発するようにしているが、蛍光の自己吸収が大きい

ため、2インチ以上の大きな結晶を使用することができない。無添加の CaF2に高感度の波長変換

素子を接着することで将来の大型化に貢献することができる。

実験には一辺 5 cmの CaF2(Pure)結晶の 6面に 5 cm×5 cm×0.1 cmの Lumilass-Bをシリコンオ

イルで貼り付けた。5面は厚さ 3 mmのゴアテックスを貼り付けて反射材とし、残りの一面に角型

光電子増倍管 R6236をシリコンオイルで貼り付けた。図の通り、137Csの 662 keV γ線に対するエ
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図 1: Lumilass-Bを貼り付けた CaF2(Pure)に 137Csの γ線を照射して得られた蛍光スペクトル。

ネルギー分解能は半値全幅で 8.3%という極めて良好な結果を得た。

今後、高効率な波長変換素子としてCaF2(Pure)を応用した大規模な実験への応用が期待できる。

例えば 48Caの二重ベータ崩壊測定 [2]では将来 1トンの大型検出器を開発する予定で、Lumilass-B

を用いることによるエネルギー分解能の向上が期待される。今後 Lumilass-Bの低バックグラウン

ド測定への応用について更に調査を行う。
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